
や

い

は

ち

ま
さ
き

ち
の
み
や

が

く
さ

TOPICS やさしさといのちはぐくむちいきづくり!や・い・は・ち トピックス

9 85 4

拝
、兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー（
三
林
）そ

し
て
、21
年
台
風
９
号
豪
雨
で
被
害

の
大
き
か
っ
た
福
知
川
を
見
学
し
交

流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、両
町
の
名
産〝
線

香
〞や〝
素
麺
〞の
よ
う
に
細
く
長
く

続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
（
本
部・一
宮
支
部　
波
多
野
好
則
）

　

11
月
11
日（
金
）、

「
第
16
回
海
と
山
の
一

宮
老
連
友
好
親
善
交

流
会
」が
一
宮
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、旧

宍
粟
郡
一
宮
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、阪

神
淡
路
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た

姉
妹
町
の
旧
津
名
郡

一
宮
町
に
訪
問
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、淡

路
市
一
宮
と
宍
粟
市

一
宮
両
老
人
ク
ラ
ブ

の
友
好
親
善
活
動
と

し
て
毎
年
交
互
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、当
市
が
ホ

ス
ト
と
な
り
、両
老
連
の
役
員
22
名

が
参
加
し
、伊
和
神
社
で
の
正
式
参

11
月
22
日（
火
）、車
椅
子
や
ア
イ
マ

ス
ク
で
の
福
祉
体
験
学
習
を
行
い
、

体
験
を
通
し
て
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
配
慮
や
共
に
生
き
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、福
祉
連
絡
会
が
自

分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
福

祉
へ
の
関
心
や
理
解
が
広
が
り
ま

す
。

　
　
　
（
千
種
支
部　

小
原
志
の
ぶ
）

　

11
月
12
日（
土
）、西
河
内
福
祉
連

絡
会
で
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
情
報
交
換
や
福
祉
委
員
の
役

割
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
も
ち

ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
、「
こ
ん
な
時
代

や
さ
か
い
に
、人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
事
」「
福
祉
や
社
協
の
こ
と

を
も
っ
と
勉
強
せ
ん
と
」と
い
っ
た

前
向
き
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

ま
た
奥
西
山
福
祉
連
絡
会
で
は
、

　

12
月
４
日（
日
）、宍
粟
市
商
工
会

青
年
部
に
よ
る「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、宍
粟
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
、34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、西
宮
に
あ
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
寺
本
弘
伸
常

務
理
事
で
し
た
。

　

山
崎
断
層
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.7
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

小雨の降る中、まずは伊和神社へ

福知渓谷休養センターでの昼食懇談。
最後は全員で集合写真。来年は淡路で会いましょう…

兵庫木材センターは、関西圏
では最大の製材事業規模です

よ
く
わ
か
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
活
か
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、緊
急
時
に
連
絡
先
な
ど
が

す
ぐ
分
か
る
よ
う
に「
笑
顔
の
安
心

ボ
ー
ド
」を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ー
ド
に
は
緊
急
連
絡
先
の

ほ
か
に
、既
往
症
や
か
か
り
つ
け
病

院
等
、緊
急
時
や
災
害
時
に
誰
が
見

て
も
対
応
で
き
る
様
式
に
な
っ
て
い

ま
す
。部
会
で
書
き
込
む
内
容
を
何

回
も
話
し
合
い
作
成
し
ま
し
た
。宍
粟

市
の「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」も
全

戸
に
配
布
済
み
で
す
。

　
「
一
人
で
は
地
域
づ
く
り
は
で
き

ん
。経
験
と
み
ん
な
の
後
押
し
で
。」

と
自
治
会
長
の
清
水
隆
司
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、安
賀
自
治
会
の
取

組
み
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
（
波
賀
支
部　

上
田
め
ぐ
み
）

　

安
賀
自
治
会
は
、昨

年
度
か
ら
県
の
補
助

を
受
け
て「
ふ
る
さ
と

自
立
計
画
推
進
モ
デ

ル
事
業
」を
３
年
計
画

で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
農
業
」「
文
化
歴

史
」「
福
祉
ふ
れ
あ
い
」

の
３
部
会
を
作
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
ふ
れ
あ
い
部

会
で
は
、年
齢
層
別
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。高
齢
者

が
不
安
に
感
じ
て
い

る
こ
と
、支
え
る
側
の

で
き
る
こ
と
な
ど
が

「 誰でも書きやすいようにせんとなぁ 」
福祉ふれあい部会の皆さん 宍粟市の２万５０００分の１地図に

被災の状況を書き込む青年部のみなさん

わずか2cmの敷居にも足が止まります
（11/22 奥西山公民館）

「自分らの地域は、自分らで守っていかなあかんな」
（11/12 西河内公民館）

いざという時に大きな力を発揮します
安心ボードと医療救急キット

班
ご
と
に
分
か
れ
、机
の
上
に
広
げ

た
宍
粟
市
の
地
図
に
、公
共
施
設
の

場
所
や
被
災
状
況
を
書
き
込
み
な

が
ら
、問
題
意
識
を
共
有
す
る「
災

害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）」を
実
施
。

　

講
師
か
ら
避
難
場
所
や
避
難

ル
ー
ト
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
、ど
こ

が
良
い
か
を
た
ず
ね
ら
れ
、そ
れ
を

地
図
上
に
書
き
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
支
援

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
で
は
、

「
レ
ッ
カ
ー
車
を
提
供
で
き
る
」「
避

難
者
の
た
め
に
、布
団
が
提
供
で
き

る
」な
ど
、自
分
の
仕
事
を
活
か
し

た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、社
協
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
５
名
が
参
加
し
、青
年
部
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
研
修
し
ま
し
た
。

　

社
協
で
も
、こ
う
い
っ
た
地
図
を

使
っ
た
訓
練
を
地
域
で
行
う
必
要

が
あ
る
と
、強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
山
崎
支
部　

森
井
裕
矢
）

デ
ィ
グ

西
河
内
、
奥
西
山
の
取
組
み

西
河
内
、
奥
西
山
の
取
組
み

広
が
る
福
祉
連
絡
会
の
実
践

広
が
る
福
祉
連
絡
会
の
実
践

災
害
図
上
訓
練
で
学
ぶ

災
害
図
上
訓
練
で
学
ぶ

商工会青年部
「防災セミナー」

ひとりでは地域づくりは できんひとりでは地域づくりは できん

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

読者の
感想より 

クイズも楽しみだし、何より「や・い・は・ちトピックス」が楽しみです。
今回は何かと思いつつ見ています。  （山崎町　女性）

読者の
感想より 

私の自治会でもふれあい喫茶に、社協からいろいろなゲームを借りて、みんなで楽しく
使っています。ありがとうございます。  （山崎町　女性）


